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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

 

１．機関内規程 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合する機関内規程が定められている。 

   □ 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 機関内規程が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

･動物実験等の実施に関する規程（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･動物実験等の実施に関する様式（平成 26 年 4 月 1日制定）（平成 27 年 3 月 25 日改定） 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

機関内規程は、文科省の基本指針に則して適正に定められている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

２．動物実験委員会 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 

   □ 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 動物実験委員会は置かれていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

･動物実験等の実施に関する規程（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･動物実験等の実施に関する様式（平成 26 年 4 月 1日制定）（平成 27 年 3 月 25 日改定） 

･ATR 動物実験委員会設置要綱（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･動物実験委員会＆遺伝子組換え生物等安全管理委員会名簿（平成 29 年 4 月 1日現在） 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

動物実験委員会を設置し、適正に運営されている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

３．動物実験の実施体制 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 



平成 29 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 

 

 

 - 3 - 

   □ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 動物実験の実施体制が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

･動物実験等の実施に関する規程（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･動物実験等の実施に関する様式（平成 26 年 4 月 1日制定）（平成 27 年 3 月 25 日改定） 

様式のうち以下の申請書、届出書、報告書を対象とした。 

動物実験計画申請書 

動物実験計画変更申請書 

動物実験計画変更届出書 

動物実験結果（中間・終了）報告書 

･動物実験及び遺伝子組換え生物等安全管理体制（平成 26 年 4 月 22 日付） 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

動物実験等の実施に関する手順、体制が規程に適正に定められている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められている。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められていない。 

□ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

･動物実験等の実施に関する規程（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･動物実験等の実施に関する様式（平成 26 年 4 月 1日制定）（平成 27 年 3 月 25 日改定） 

･遺伝子組換え生物等安全管理規程（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･遺伝子組換え生物等安全管理に関する様式（平成 26 年 4 月 1日制定） 

（平成 27 年 3 月 25 日改定） 

･動物実験及び遺伝子組換え生物等安全管理体制（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･バイオ実験室安全の手引き 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

･動物実験等の実施に関する規程、遺伝子組換え生物等安全管理規程およびバイオ実験室安全の手引

きにより、遺伝子組換え動物実験の実施体制が適正に定められている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 
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５．実験動物の飼養保管の体制 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

･動物実験等の実施に関する規程（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･動物実験等の実施に関する様式（平成 26 年 4 月 1日制定）（平成 27 年 3 月 25 日改定） 

様式のうち以下の申請書、届出書、報告書を対象とした。 

実験動物飼養保管施設設置承認申請書 

実験動物飼養保管施設変更申請書 

実験室設置承認申請書 

実験室廃止届 

･遺伝子組換え生物等安全管理規程（平成 26 年 4 月 1日制定） 

･遺伝子組換え生物等安全管理に関する様式（平成 26 年 4 月 1日制定） 

（平成 27 年 3 月 25 日改定） 

･動物実験及び遺伝子組換え生物等安全管理体制（平成 26 年 4 月 22 日付） 

･動物実験室利用および実験動物飼養の手引き 

･バイオ実験室安全の手引き 

･水槽室利用および飼養の手引き 

･動物飼養保管施設＆遺伝子組換え実験室拡散防止措置チェックリスト 

･マウスの飼養保管記録日誌（平成 29 年 4 月 1日〜平成 30 年 3 月 31 日） 

･マウス記録簿（平成 29 年 4 月 1日〜平成 30 年 3 月 31 日） 

･ゼブラフィッシュ飼養管理日誌（平成 29 年 4 月 1日〜平成 30 年 3 月 31 日） 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

規程に基づき飼養保管施設、実験室および実験動物管理者が適正に定められており、 

 適正に動物の飼養保管が実施されている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

ATR では魚類についても動物の対象に含め、動物実験実施体系は規程に則して適切に管理されてい

る。 
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Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

･第4回動物実験委員会及び遺伝子組換え生物等安全委員会議事録 

（平成 29 年 3 月 9 日開催） 

･動物実験及び遺伝子組換え生物等安全管理体制 

（平成 26 年 4 月 22 日付、平成 27 年 3 月 12 日付） 

･動物実験委員会＆遺伝子組換え生物等安全管理委員会委員名簿 

（平成 29 年 4 月 1日現在） 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。）  

･第 4 回動物実験委員会を平成 29 年 3 月 9 日に開催。平成 29 年 4 月から実験開始予定の動物実験

計画申請書の審議を実施。複数の修正事項が指摘された。申請者の修正の後、メールベースで審議

を行い、委員全員の承認が得られたので、委員会承認とし、その後社長承認を得て実験実施の許可

を出した。 

 ･以降年度内に申請のあった実験計画変更申請書に関しては、メールによる審議を実施。審議に当た

っては、教育訓練の実施状況の確認、苦痛度の軽減の観点から実験中におけるストレスが高いと思

われる計画内容は計画書申請者へ指摘し、申請者修正後再審議において委員全員の承認が得られ

たので、承認とし、その後社長承認を得て実験実施の許可を出した。 

 ･以上により委員会による実験に対する監視は適正に運用されていると判断される。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

２．動物実験の実施状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

当該年度に実施する動物実験（承認番号：A1701〜A1712）について、以下の資料を点検対象とした。 

・動物実験計画申請書 

・動物実験計画変更申請書 

・動物実験計画変更届出書 
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・動物実験結果報告書 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

動物実験の計画立案、審査及び承認は規程に従い適正に実施されている。 

  また、実験結果報告が申請された計画書数に対して 100％提出されている。これらのことより、

適正に実施されていると判断される。 

 

4）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

  

３．安全管理を要する動物実験の実施状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

   □ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料（安全管理上の事故等があれば、事故記録を対象とする）  

 当該年度に実施する動物実験（承認番号：A1701〜A1712）および遺伝子組換え実験（承認番号：

G1401, G1402, G1601, G1701, G1702）について、以下の資料を点検対象とした。 

・動物実験計画申請書 

・動物実験計画変更申請書 

・動物実験計画変更届出書 

・動物実験結果報告書 

・遺伝子組換え実験計画承認計画書 

・遺伝子組換え実験計画変更申請書 

 また、以下の資料も参考にした。 

・第二種使用等拡散防止措置確認申請書 

・遺伝子組換え実験実施経過報告書 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

安全管理を要する動物実験（遺伝子組換え実験）の計画立案、審査及び承認は規程に従い適正に

実施されている。また、実験結果報告についても規程に沿って、適正に実施されている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 
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４．実験動物の飼養保管状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

･実験動物飼養保管施設設置承認申請書 

･実験室設置承認申請書 

･動物実験室利用および実験動物飼養の手引き 

･バイオ実験室安全の手引き 

･水槽室利用および飼養の手引き 

 ・マウス微生物モニタリング検査成績 

・マウス記録簿 

・マウス飼養保管記録日誌 

・ゼブラフィッシュ管理簿 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

新規設置の際、委員会メンバーによる指摘事項に対して適正な改善措置を行い、その結果を委員に

よる確認作業を実施しており、その後問題は生じていない。現在、各種手引きに従って飼養保管を

実施されており、適正に飼養保管されている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

５．施設等の維持管理の状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

まず、以下の資料を確認した 

・特定施設管理要領（平成 26 年 5 月 1日制定） 

・非常電源施設図 

また、以下の記録（平成 29 年 4 月 1日〜平成 30 年 3 月 31 日）を点検対象とした。 

・特定施設自己点検記録 

・局所排気装置保守点検記録 

・排水装置保守点検記録 

・動物施設精密空調機保守点検記録 
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３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

必要な定期点検が実施され、修理等が必要な個所については改善を実施し、その確認を行い対処し

ている。  

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

 

 

６．教育訓練の実施状況 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

以下の記録（平成 29 年 4 月 1日〜平成 30 年 3 月 31 日）を点検対象とした。 

･教育訓練実施記録 

･動物実験実施者講習会教育記録 

･動物施設利用説明会教育記録 

･動物実験講習会録画および説明資料 

･平成 29 年度教育訓練実績一覧 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

新入所員に対しては、実験開始までに外部専門家の先生を招いて実施した講習会のビデオで講

習を実施した。また、既存の実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対して、「カルタヘ

ナ法について（文部科学省ライフサイエンス課作成ビデオ）」の講習を実施し、理解度の確認の

ため確認テストを実施した。以上より、教育訓練は適正に実施されていると判断する。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

７．自己点検・評価、情報公開 

１）評価結果 

   ■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

国際電気通信基礎技術研究所ホームページ 

 



平成 29 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 

 

 

 - 9 - 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

以上の全項目について自己点検を行った結果、すべての項目について適切に処理されていると判断

し、その判断結果に基づいて自己点検・評価結果を弊社ホームページ上に公開している。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

特になし。 

 

８．その他 

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 

特になし。 

 

 

 


